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１．授業科目の配分 

 大学の教育は，共通教育科目と専門教育科目に大きく区分されており，それぞれの区分の中から，必要

な単位を修得しなければなりません。両科目とも，１年次から配置されていますが，共通教育科目は主と

して低学年で，専門教育科目は高学年で修得するよう配置されています。 

学 年 授 業 科 目 の 配 置 

４ 年 

共通教育科目 
導入科目 

ＧＳ科目 

ＧＳ言語科目 

基礎科目 

初習言語科目 

自由履修科目

３ 年 

２ 年 

１ 年 

２．卒業要件 

（１）卒業要件

卒業するためには，地域創造学類細則別表第１Ａの要件を充足しなくてはなりません。

地域創造学類細則 別表第１Ａ 単位修得要件 

大学・社会生活論　１単位

初学者ゼミⅠ １単位

情報処理基礎 １単位

地域概論 １単位

ＴＯＥＩＣ準備コース４単位，ＥＡＰコース４単位

３単位以上

２科目２単位以上

２科目２単位

学類共通科目14単位以上

68単位以上

124単位以上

自由履修科目

基礎科目

学域ＧＳ科目

86単位
以上

卒業に必要な単位数

専門科目

専
門
教
育
科
目

学域ＧＳ言語科目

専門基礎科目

区　 　分

導入科目

初習言語科目

共

通

教

育

科

目

38単位
以上

30単位
以　上

修得すべき単位数及び条件

１言語８単位

ＧＳ科目（５群）
各群から３単位　　計15単位
※ＧＳ科目３Ａ　プレゼン・ディベート論（初学者ゼミ

Ⅱ）は必修

ＧＳ言語科目

備考 １．共通教育科目の開講科目等は，金沢大学共通教育科目の履修に関する規程の定めるとおりとする。 

２．学類共通科目の履修方法は，別表Ａに定めるとおりとする。 

専門教育科目 
学域ＧＳ科目 

学域ＧＳ言語科目 

専門基礎科目 

専門科目 

（教職科目） 
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（２）学域ＧＳ科目・学域ＧＳ言語科目・専門基礎科目の履修 

 学域ＧＳ科目，学域ＧＳ言語科目，専門基礎科目については，人間社会学域規程別表第３－１，第

３－２及び別表Ａにしたがって単位を修得する必要があります。 

 

【学域ＧＳ科目】 

 学域ＧＳ科目から２単位を修得しなければなりません。２単位を越えて修得した単位は，自由選択科目として卒業

要件に含めることができます。 

〈注意〉地域創造学類の学生は，「地域創造学１・２」は学類共通科目として必修，「現代の貧困問題と公的扶助」は福

祉マネジメントコース専門科目「公的扶助論」と合併開講になりますので，学域ＧＳ科目としてはどちらも

履修することができません。 

 

人間社会学域規程 別表第３－１ 学域ＧＳ科目単位配当表 

科目区分 

科
目
番
号 

科目名 

学 
 
年 

授業時間数 単位数 

備考 
（履修制限等） 

前期 後期 
必
修 

選
択 Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3 Ｑ4 

 

専 
門 
教 
育 
科 
目 

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目 

10015 大学・学問論 １ 
  ２   １ 

重複履修できません。 
   ２  １ 

10016 ジェンダーと教育 １ 
  ２   １ 

重複履修できません。 
   ２  １ 

10017 文化概説１ １   ２   １  

10018 文化概説２ １    ２  １  

10019 異文化理解１ １   ２   １ 
国際学類生は学域ＧＳ科目とし

ては履修できません。 10020 異文化理解２ １    ２  １ 

10021 文学概論１ １   ２   １  

10022 文学概論２ １    ２  １  

10023 世界遺産学 １    ２  １  

10024 法政基礎論Ａ １   ２   １  

10025 法政基礎論Ｂ １    ２  １  

10026 イメージの比較文化学 １   ２   １  

10027 現代日本の文化と社会 ２ ２     １  

10028 地域創造学１ ２ ２     １ 

地域創造学類生は学域ＧＳ科

目としては履修できません。 
10029 地域創造学２ ２  ２    １ 

10030 現代の貧困問題と公的扶助 ２ ２    ２ 

 

Ｇ Ｓ 科 目 
発 展 系 科
目群 

（※参照） 

10031 
データで考える日本の未来

（データサイエンス） 
１   ２   １ 国際基幹教育院提供 

10032 金融リテラシー １    ２  １ 国際基幹教育院提供 

※ 学域ＧＳ科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「ＧＳ科目発展系科目群」の

科目（ＧＳ科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。 

  なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，４月初めに公示する。  
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【学域ＧＳ言語科目】 

 学域ＧＳ言語科目から２単位を修得しなければなりません。履修についての詳細は、後日掲示等によりお知らせし

ます。 

 

人間社会学域規程 別表第３－２ 学域ＧＳ言語科目単位配当表 

10101 ２～４ 1

10201 ２～４ 1

科目区分 科目番号
学
年

学
域
Ｇ
Ｓ
言
語
科
目

専
門
教
育
科
目

単位数

科目名
備考

必修 選択

学域ＧＳ言語科目Ⅰ

学域ＧＳ言語科目Ⅱ

  

注 開講時期及び履修方法等の詳細は各学類で別に定める。 

 

【学類共通科目】 

 専門基礎科目（学類共通科目）は，別表Ａに示された授業科目から14単位以上を修得しなければなりません。 

 

別表Ａ 

科目区分 科目番号 授業科目名 単位数 必修 選択必修 対象学年 備考

15012 地域創造学Ⅰ 1 1 １年

15013 地域創造学Ⅱ 1 1 １年

15014 福祉マネジメント論Ⅰ 1 1 １年

15015 福祉マネジメント論Ⅱ 1 1 １年

15016 環境共生論Ⅰ 1 1 １年

15017 環境共生論Ⅱ 1 1 １年

15018 地域プランニング論Ⅰ 1 1 １年

15019 地域プランニング論Ⅱ 1 1 １年

15020 健康スポーツ論Ⅰ 1 1 １年

15021 健康スポーツ論Ⅱ 1 1 １年

15005 人権論 2 １年

15006 地域社会学 2 １年

15007 生涯学習論 2 １年

15009 地域創造体験実習Ａ 1 １年

15010 地域創造体験実習Ｂ 1 １年

15011 地域創造体験実習Ｃ 1 １年

専
 

門

 

基

 

礎

 

科

 

目
4

 

備考 14単位を越えて修得した単位は，自由選択科目として卒業要件に含めることができる。 
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（３）専門科目の履修 

 専門科目の履修については，地域創造学類細則に定める別表第１Ｂ及び別表Ｂ～Ｅにしたがって単

位を修得しなければなりません。 

 

 地域創造学類細則 別表第１Ｂ  専門科目の単位修得要件 

 
福祉マネジメント

コース 

環 境 共 生 

コース 

地域プランニング

コース 

健康スポーツ 

コース 

コース専門科目 34 42 46 44 

自 由 選 択 科 目 24 16 12 14 

卒 業 演 習 4 4 4 4 

卒 業 研 究 6 6 6 6 

合 計 68 

備考 １．各コース専門科目の履修方法は，別表Ｂ～Ｅに定めるとおりとする。 

   ２．自由選択科目の履修方法は，自コースの修得要件を超えて修得したコース専門科目，他コースのコース専 

    門科目及び他学類の専門教育科目から修得する。 

 

 

 また，自由選択科目として，単位数が加算されるものは，以下に示すとおり，５つの場合がありま

す。 

  ① 別表第１Ｂに定めるコース専門科目の必要単位数以上に修得したコース専門科目の単位数 

  ② 所属するコース以外のコース専門科目 

  ③ 他学域・他学類の専門教育科目の単位数（※以下の表のとおり算入できる単位数に制限有） 

 

 福祉マネジメント

コース 

環 境 共 生 

コース 

地域プランニング

コース 

健康スポーツ 

コース 

他学類の専門教育科目 24 16 12 14 

（地域創造学類細則第６条参照） 

  ④ 学類共通科目で，14単位を超えて修得した単位数 

  ⑤ 学域ＧＳ科目で，２単位を超えて修得した単位数 
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福祉マネジメントコース専門科目 
別表Ｂ  
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環境共生コース専門科目 
別表Ｃ 
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地域プランニングコース専門科目 
別表Ｄ 
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健康スポーツコース専門科目 
別表Ｅ 

 


